
⻘梅市の現状について（観光の強み・弱み）
内部環境（⻘梅市内） 外部環境（⻘梅市外、マーケット等）

プラス
要因

①観光資源

◆豊かな自然（山と川、水と緑）

・御岳山、御岳渓谷、多摩川の清流（遊歩道）、吉野梅郷

・四季の花の名所 ⇒ 梅（梅郷）、桜（釜の淵、梅岩寺）、つつじ（塩船観音寺、薬王寺）、レンゲショウマ（御岳山）など

・梅郷から御岳渓谷にかけては都内有数の紅葉の名所

◆歴史、伝統、文化

・武蔵御嶽神社、塩船観音寺、住吉神社等の寺社仏閣、パワースポット

・小澤酒造（酒蔵であり青梅を代表する観光施設）

・多くの伝統行事（大太神楽、日の出祭、武蔵御嶽神社薪神楽、野上春日神社獅子舞、成木熊野神社獅子舞、柴燈護摩供養・火渡り荒行など）

・文豪や芸術家ゆかりの地、多くの文化施設（市立美術館、郷土博物館、吉川英治記念館、きもの博物館、玉堂美術館、御岳美術館など）

・国宝を含む国・都・市指定の文化財が 200 点以上

・織物、青梅嶋、藍染め

◆町並み

・青梅駅周辺の町並み（青梅街道・横丁、宿場町特有の街並み、昭和ノスタルジー、猫町） ・古民家等の活用

・御岳山の集落は江戸期のものを残している。宿坊の集落

◆その他

・岩蔵温泉、鉄道公園など

・国の観光立国推進および 2025 年大阪万博開催

・インバウンド需要の回復傾向

・ＳＮＳの普及などによる、情報の発信・伝達

・圏央道の延長により、広域からの交流人口の増加

・健康志向による、登山、ハイキング、ランニング、サイクリング、トレラン人口

等の増加

・山ガールや中高年の登山ブームの継続

・アウトドアブーム。自然を利用した体験観光が人気。グランピングなど環境を楽

しむラグジュアリーなイベントが開催

・シニア層の旺盛な旅行需要。癒しの旅、病気回復や健康の維持・向上のための旅

が人気

・若者のトレッキング、リバーアクティビティのブーム

・癒しや非日常を求めるセラピーが人気

・御朱印集めなど、歴史に興味をもっている人が増えている

②食・お土産 ・TOKYO X、青梅せんべい（青梅を代表するお土産品）、川鍋養鶏場の卵、地場の野菜 など

・ホットマンのタオル、青梅夜具地

③ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ・ｲﾍﾞﾝﾄ

・トレッキング、ハイキング ⇒ 御岳山、大岳山、高水山。プチ登山。比較的カンタンに登れる山が多い

⇒ 青梅丘陵、長淵丘陵、霞丘陵などのハイキングコース

・リバーアクティビティ（釣り、カヌー、ラフティング、ボルダリングなど）

・宿坊体験（宿坊での宿泊）、宿坊での滝行（外国人、若者に人気）

・手作り体験できる工房（藍染め、工芸、陶芸など）、観光農園

・青梅大祭、青梅市納涼花火大会、青梅マラソン等のイベント

④ｱｸｾｽ・交通 ・都心からのアクセスの良さ（車または電車で 1 時間 30 分程度）

⑤ｲﾝﾌﾗ・施設 ・圏央道 青梅 IC。市内に１０の JR 駅

・観光地の周辺の民泊施設

⑥人材・組織 ・各地区観光協会

・一般社団法人 Iwakura Experience、まるごと沿線株式会社、おそきの学校と地域を考える会 など

マイナ
ス要因

①観光資源

・全体として観光 PR、情報発信が不足。結果として認知度が低い。

・通年での観光客誘致（冬場および花や紅葉の季節以外）

・都心から日帰り圏であるため滞在時間が短く観光消費額が少ない

・市内の観光資源が散在しており、市内を回遊するモデルがない

・目玉になる観光施設がない。青梅と言えば○○、がない

・インバウンド対応不足（誘客 PR、サイン等の多言語化、クレジット決済できる店舗等）

・街の活気がない（青梅市内の閑散とした商店街）ための観光イメージの劣化

・青梅駅周辺は、資源が不十分。町並みなど既存の資源もわかりにくい。昭和レトロな町並みが中途半端で統一感がない

・新型コロナウイルスによる観光客減少の影響継続

・近隣地域の将来的な人口減少。また、青梅市内の生産年齢人口、年少人口の自然

減少

・宿泊・飲食サービス業の企業数が減少傾向

・近隣および全国との地域間競争の激化

⇒高尾山の知名度との乖離

⇒自然と体験型アクティビティ、街並み散策を兼ね備えた秩父

⇒情緒たっぷりおみやげ豊富な小江戸川越

⇒奥多摩、飯能、昭島、長瀞など

⇒圏央道開通にともなう他遠方観光地への分散化

・観光客からは青梅市と奥多摩町の観光は一体として考えられているが、行政の壁

がある

②食・お土産
・食の目玉、特産品、青梅市を代表するお土産の不足

・TOKYO X や特産品の認知度の低さ（PR、販売する大きな総合的な施設もない）

・観光客向けの飲食店、小売店の不足。多人数を受け入れることができる飲食店の不足

③ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾑ・ｲﾍﾞﾝﾄ

・体験型アクティビティの認知度が低い

・アクティビティ間および街との連携が乏しいため地域へのリピート客の獲得が難しい

・ラフティングと釣り客との摩擦

・観光マップで紹介しているコースが長すぎる。短時間で観光できるところ、高齢者向きのコースがない

④ｱｸｾｽ・交通
・鉄道のサービスレベルの低下（本数減少、御嶽駅の無人化によるサービス低下）

・地域内の二次交通のアクセスがわかりづらい、バスの便数が少ない、連携が悪い

・日帰りとしてはやや遠く、宿泊としては近い立地

⑤ｲﾝﾌﾗ・施設

・駐車場の不足（特に観光バスの受入）、衛生的なトイレの不足、観光案内、サインの不足

・宿泊施設が少ない

・道の駅など、代表となる施設がない。イベントを開催する大きな会場がない

・授乳室などが少ないため女性子どもの利用環境に乏しい

・バリアフリー化や施設の老朽化 ・荷物を預ける場所が少ない ・観光産業の DX 対応

⑥人材・組織 ・各地区における動きが単一で全体的な取り組みや連携が乏しい、総合的な観光行政・組織の欠如、長期的な計画・実行の不足

・観光産業従事者の高齢化、後継者問題 ・外国語に堪能な人材の不足 ・観光産業の消費額低迷

資料５－２


